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日 曜 主な行事予定 

３ 月 憲法記念日 

４ 火 みどりの日 

５ 水 こどもの日 

６ 木 眼科検診 安全指導 

７ 金 避難訓練 

10 月 放送朝会 委員会 

11 火  

12 水  

13 木  

14 金  

17 月 放送朝会 

18 火  

19 水  

20 木  

21 金  

24 月 放送朝会 

25 火 70 周年記念誌のための写真撮影 

26 水  

27 木 全国学力・学習状況調査（6年） 

28 金  

なりたい姿を大切に 

副校長 深野 義法  

 

着々と季節は移り変わり、手入れの行き届いたな

かよし花壇には豊かな彩りで花が咲き乱れていま

す。 

さて、先日、宇宙飛行士の星出彰彦さんらを乗せ

て地球を飛び立った宇宙船が、国際宇宙ステーショ

ン（ISS）とのドッキングに成功しました。星出さん

は昨年の 11 月から長期にわたり ISS に滞在してい

る野口聡一さんとの再会を果たしました。はるか

400 ㎞の上空から見る今の日本は、二人の目にはど

のように写っているのでしょう。 

約 15 年前に宇宙飛行士となり、幾度も ISS での

任務をこなしている野口さんは、小学 1 年生の時に

「ロケットのそうじゅうしになりたい。わけは宇宙

のいろいろのことがわかるから。」と自分の夢をつづ

りました。その実現までには様々な葛藤や回り道な

どの紆余曲折もあったことが、後の「どんなに悩ん

で苦しんでも時間しか解決してくれない問題という

ものはあるものです。じたばたしても状態を悪くす

るだけということも多い。だから無闇に問題を解決

しようとせず日々、やらなくてはいけないことをコ

ツコツとやっていくしかないでしょう。」との言葉か

らうかがわれます。野口さんの選択肢の一つであっ

た宇宙飛行士に向けたたゆみのない努力が 573 倍の

倍率の壁を超えさせたことと思います。 

新しい学年での生活も約一か月が過ぎました。各

学級では「漢字を丁寧に書く。」、「忘れ物をしない。」、

「あいさつをする。」など、それぞれの今学期のなり

たい姿が掲げられています。その達成のために、や

らなくてはならないことをともに考えるとともに続

けていくことのよさを実感できるよう、教職員一同

励ましながら見守ってまいります。同時に一人一人

の希望や期待を大切にしながら自信に結び付け、将

来のなりたい自分の姿を考え近付くための支援をし

てまいります。 

お手紙でもお伝えしましたが、感染症拡大防止と

学習効果の観点から 5 月 29 日（土）に予定していた

運動会を 10 月 2 日（土）に変更しました。どうぞご

理解とご協力をお願いします。 


